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俄

十

！

黎

O
I
I
Q
O
)

錄

竊

敎
m,
と
極
東
主'
義

第

二

號

A

て
起
れ
る
說
は
東
モ‘
ン，：&

 

I

主
義
で
、
來
國
言
論
麻 

に
於
は
盛
ん
に
論
諷
せ
ら
れ
を
。
我
が
邦
で
公
然
東 

亞
主
義
を
確
立
す
べ
しV
V論
ボ
る
に
至
つ
ね
の
は
極
め 

て
最
近
に
働
し
で
，屈
る0
尤
も
日
露
戰
後
日
本
以
外
の. 

東
样
諧
國
に
於V

 

S
湖1

M
人
の
亜
細
亞
若
く
ほ
東
煤
人

の
東
洋
な
ざ
の
説
が
出
で
"
"
東
洋
は
全
部
東
洋
人
に
て 

治
め
歐
米
國
に
對
し
退
去
要
求
せ
ん
マ

J

し
た
の
は
：事 

實
で
あ
る
が
、
之
は
日
露
戰
，の
給
架
を
兄
て
多
少
の

m

 

德
^
5|を
喚
起
し
ね
爲
で
あ
ウ
て
日
本
を
し
て
其
の
希
望 

實
行
の
先
駆
た
ら
し
め
ん
せ
る
形
跡
も
見
え
て
匿
る 

今
日
の
東
亞
主
義
が
言
論
の
標
，頭
に
於
て
述
べ
た
る
が 

如
き
意
義
ど
有
す
る
に
到
つ
た
事
は
蓋
し
以
上
の
.思
想 

を
線
合
し
ね
も
の
で
あ
ら
ぅ
。
然
む
此
の
思
，想
は
云
て 

十

年一

昔
以
前
の
も
の
で
今
後
の
實
行
に
當
ウ
て
は
多 

少
改
訂
の
余
地
あ
ら
ぅ
ビ
思
ふ
。

 

•

之

を

米

國

の

例

に

徵

せ

ん

羅

典

亞

米

利

諧

國

の 

幼
稚
次
る
時
代
に
於
て
は
来
國
は
'モ
ン
^ ̂|
主
義
の
名 

の
下
に
自
ら
籍
察
權
を
照
大
陸
は
行
は
ん

W

し
先
づ
自 

國
の
福
ネ
を11

ホ
る
に
汲
々
マ
し
し
、
纖
い
て
，

.南

.方
腐
少
國 

の
刹
益
を
も
許
ら
ん
ご
レ
た
の
で
あ
る
が
商
來
謝
赠
の 

發
達
マ
し
共
じ
モ
ン
りi

主
義
其
の
：

2
!

容
ど
擴
大
し
米
國

本
位
の
.地
位
を
去
ろ
，て
海
北
來
本
位
ビ
せ
な
け
れ
ば
な 

ら
ぬ
樣
に
を
ク
た
。
之
れ
即
ち
纖
多
の
全
米
會
■
の
圓 

催
せ
.む
れ
全
米
主
栽
確
ま
に
力
む.る
事
、

y
j

な
ゥ
て
所
以 

で
あ
る
。
：：
.今
日
華
盛
'頓
に
全
米
同
盟
な
る
國
際
®
.
關
を 

設
け
て
.全
米
の
保
全
、
平
和
、
鹿
業
の
發
達
"
舉
術
等 

の
進
步
を
.計
ジ
て
屈
る
0

今
に
吾
人
の
採
ら
んノレ
す
る 

極
東
主
養
は
日
本
々
位
の
帝
國
主
義
で
は
な
く
し
て
取 

洋
の
平
和
®

久
、：

利
益
の
擁
«
、
政
治
的
條
遂
を
意
味 

し
な
け
れ
は
な
ふ§

。

此
の
主
義
は
日
英
同§5~、

日
缴 

日
露
協
約
の
精S

£

毫
も
異
る
听
が
な
い
。
偶
々
右
三 

協
約
の
存
在
は
極
東
主
義
の
建
設
を
歐
洲
二
一
 

大
强
國
が 

嚴
認
し
て
居
る
も
の 
>、

」

云
つ
て
然
る
べ
き
で
あ
る
。
歸 

す
る
所
極
東
主
義
の
主
張
は
.米
鬪
を
し
て
疑
は
し
め
ず 

驟
例
.を

し

て

畏

れ

し

め

ざ

る

も

の

マ

レ

^
|
日

ず

る

の

で

あ

る 

以

此

見

れ

ほ

，東

：洋

の

：

r?

ン
& 

f
主
義
に
於
て
旣
に
#

し 

て
居
る
の
で
あ
つ
て
今
新
に
創
設
せ
ん
し
欲
す
る
の
で 

は
な
い
。
唯
だ
旣
存
の
事
實
に
名
義
を
.附
す
る
に
週
ぎ 

ぬ
。
云
は >
東
®

の
平
衡
法
を
成
文
の
形
に
な
し
同
ゆ 

に

條

約

の

如

き

：：期

限

的

.性
'質
を
無
期
K

の
も
の、 /J

す
る 

許—

で
あ
る
0

而
し
て
其
‘の
効
果
に
.ポ
ベ
！
つ

て

は

取

て

ま 

に
襄
言
を
数
す
必
要
，
^

息
な
い。
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K
値高

.城

仙

次

鄙

第
.！
節

使

用

債

値
.

S
U

資

本

價

値

大
多
數
の
：
#
货
‘の

資
本
慎
値
は
我
使.用

價

館

を

ば

，利 

子
步
合
を
以
て
糊
引
せ
る
も
'の
な
.：

>
。

從

つ

‘
て

利

子

ホ
 

合

の

高

低

貨

の

資

遺

赠

.v>:

密
接
，の
駒
係
を
有
ず 

る
は
#
を
.俟
た
ざ
る
所4
5
^
:
レ
ビ
ず
。
錢

所
1

盡

 

飽
ざ
ぱ
普
通
東
に
價
獨
ビ
稱
ず
る
-
^の̂
に
し
て
、I

财 

獨
其
物
の
‘惯

値
を
云
'ふ
？
頭
し
'て
使
用
價
僻
ビ
は

一:

財 

货
の
f

o
利
用
、
浪
費
等
ょi

す
る
使
#
の
t
僻
に 

外
な
ら
.

f

 ?

 

貴
れ
#

#
有
ま
又
は
使
用
者‘に
，與
ふ 

‘る

使

，織

に

は

不

動

産

を

貧

袋

せ

る

場

合

#
於

け

，；
る

が

.
如 

く
货
將
所
扁
の
形
式
を
備
ふ
る
こ

,fし
あ
.る

以

外

に

'、
.，
農
 

業
に
.土
地
を
刺
用
せ
る
，際
'.に
於
け
る
が
如
く
賞
物
所
得 

V

し‘し
て
收
得
せ
ら
る
、
こ

も

あ

る

可

く

、
又
教
服
を

第
十！

翁

(

ニ
1
0ご

雜

.

錄

利

子

#
.合
と
'債
慎

^
1
|
|
^
ら
.或
は
<
:
5
^
物
を
辦
取
せ
’る
.ざ
き
、に
‘於
け
在
が
如
<
 

無
形
の
享
樂
と
し
て
の
所
得
力’タ
の
形
を
.以
て
收
め
ら 

る 
> 
こ

ざ
も
あ
れ
ど
、
此
等
®
,々

の
：形
撒
を
傭
ふ
る
所 

得
を
總
て
.货

都

を

，以

て

見

積

ね

V

使
用
噴
値
，と
稱
ず
る 

な
b
o
.
.
, 
‘さ

れ
ど
、
：§|
|
輔̂
.々
：の
使
用
僧
値
に'
.は
右
炭
、 

食
S

に

養

る

ぉ

如

く
"
其
使
i

値
を
有
ず
-るa
 

货
が
單
に
'

1

回
#

用

せ

ら

れ

た

る

の

，み

‘
じ

て

消

減

ず

る
 

場
合
も
t

又
衣
服
、
瓶
物
等
に
於
け
ざ
が
如
く
敷 

ヶ
B

雜
績
的
に
#

生
ず
る
ざ
も
み

b
、
.更
：K
.家
®
、 

船
舶
等
於
け
る
が
如

-
-
.數
：十
ヶ
年
永
續
す
、る

こ
e 

も
あ
，る
'ズ
同
時
R
、
土
地
‘
K
於
け
.る

か

如

く

.舟

ん

ど

永
 

久

に

ー

收

得

せ

ら

る

、

も

の

：
も

あ

ら

。

而

し

て

；

同

の

使

： 

用
'
.に
'依

ら

て'其
効
用
め
..消
減
寸
る
：彻
货
例
へ
は.お
炭
、 

食
物
等
の
使
用
償
條
は
其
物
洲
ち
石
炭>
,愈
物
等
，
 

の
資
本
價
値.V」

同
一
な
る
可
き
は
幾
の
當
然
に
し‘て
、 

從
ぅ
て
此
等
.の財
貨其
使用

®
.値

.を

は
翁 

子
渉
合
を
以
、て
割
引
せ
る
も
の
なb
マ
し
云j
を
許
.ざ
る 

f

り

假
.
bに
或
人
が一

個
の
称
橋
の
消
数
に
依
つ
て

镇

ニ

號

%

fi 

M
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第

十

！'想
a
l
i
o

ニ〕

、

雜

錄

利

子

^
^
^
合

と

愤

値

決

し

てm
限
大
じ
上
る
享
樂
を
收
む
る
こ
ビ
を
得
る 

思
愤
せ
むV

J

せ
ぱ
、
其
人
に
對
す
る
其
脉
擒
の
使
用’®
 

値
は
五
錢
な
るV

し
同

時

に

"

脉

擒

其

物

の

價

値

も

亦

五 

錢
に
し
て
.、
厕
着
は
全
然
同
一
な
り.VJ

す
。
さ
れ
ど
之 

に
反
し
て
土
地
め
如/
、
人
類
の
見
地
ょb
論
す
れ
ぱ
永 

说
に
蒋
在
す
る
も
の
な
り
ご
看
做
し
得
る
性
質
を
備
ふ 

る
財
货
に
狂
-
^
て
は
、
其
使
用
®
航
も
亦
永
久
に
且
つ 

述
續
的
に
敬
生
ず
る
も
の
なb

ビ
斷
定
ず
る
を
妨
げ
'ざ 

る
が
"

假
b

に

或

る

特

定

の

土

地

ょ

.
^
生

す

る

所

得

が 

:

ヶ
年
百
圓
な
りVJ

せ
ぱ
此
所
得
は
永
久
に
繰
返
へ
さ 

る
/
^
も
の
な
る
を
以
て
、
其
土
地
の
使
用
债
航
の
合
計 

即
ち
海
.

^

得
せ
ら
る
’ 

W

圓

の

：所

得

の

紧

計

は

無

限 

火
な
る
可
き
な
り
。
從
ウ
て
若
し
土
地
の
惯
値
が
林
擒 

の
價
做
ビ
同
じ
く
其
使
用®
値
、と
同j

な
ねV

J

せ
ば
、 

雑
て
今
日
人
®

に
依
b

て
利
用
せ
ら
れ
つ
あ
る
土
地 

は
何
處
に
在
る
を
問
は
す
、
又
其
面
職
の
大
小
に
拘
は 

ら
す
、
悉
く
無
限
大
の
®
僻
を
布
す
可
き
普
な
る
に
、 

事
賓
は
然
ら
す
し
て
、
假
令
大
都
會
の
，中
心
に
位
せ
る
I

.

.第

二

就

.

5

0

五
錢
に
描
當
す
土
地
ビ
雖
も
、
其
慣
値
に
は
一
定
の
服 

度
あ
り
。
是
れ
其
使
用
價
値
が
決
し
て
一
時
に
後
生
す 

る
こ
ビ
な
ぐ
し
て
、
時
の
經
過
ご
共
に
順
次
少
許
宛
に 

使
用
者
に
與
へ
ら
る/
も̂
の
な
る
が
故
な
.
ĉ。
詳
言
す 

、

れ
ぱ
"
今
年
度
の
使
用
懷
値
を
收
得
す
る
に
は

一

ヶ
年 

\

を

要

し

"

盤

年

度

の

使

用

®

做

は

今

ょ

-
-

i

ヶ

年

經

過
 

j

し
た
る
後
始
め
て
發
生
す
る
も
の
し
て
、
其
全
部
を 

\

收
得
す
る
に
は
尙
ほ
其
後一

ヶ
年
間
を
要
す
る
な
ら
。

第

三

年

度

、
.第

I
I

年

度

等

に

就

き

て

云

ふ

も

亦

同

じ

。

™ 

i
s

力

も

、

今

年

收

得

す

る

百

圓

ビ

来

年

收

得

せ

ら

る

/
^

™
百圓ビは同じく百圓なタビ雖も、牧
得
者
之 

一

を

»

れ

ぱ

其

價

做

に

於

て

多

少

の

相

筵

あ

<
^
。

詳

言

す 

\
れ

ぱ

、
來

年

牧

得

さ

ら

る

、
百

圓

は4
"

年

牧

得

さ

ら

る 

) 

>
百

圓

ょ

&

は<
r

日

に

於

け

る

其

f
f
l値

少

な

き

も

の

じ 

し

て

、
來

年

以

後

の

收

入

に

’就

き

て

云

ふ

も

斯

同

じ

。 

從

<
^
て

累

年

の

使

用

慎

徹

の

客

觀

的

又

は

算

數

的

總
 

計

は

土

地

の

場

合

に

於

て

無

限

大

な

雖

も

、
海

ギ 

收

得

せ

，ら
'
る

；

>
此

，土

地

め

使

用

®

館

の

主

舰

的

評

®

は

s

n

n

i

，セ
"
-

-r;;.-
ふ
：
，，
r

f

I

-

る
とV

し
な
き
も
の
に
し
ヤ
、
威
る
特
定
の
土
地
.の
價
値 

は
其
土
地
の
使
風
傲
値
の
總
.計
を
利
子
步
合
に
て
割
引 

せ
る
も
の
に
外
な
ら
、ざ
る
な
も
。

他
の
財
货
例
へ
ぱ
家
屋
の
如
き
も
、
其
使
用
慣
値
數 

十
.ザ
に
互
り
て
收
得
せ
ら
る
/
^
も
の
な
れ
ば
、
家
屋
の 

慣
値
も
年
々
生
す
る
使
用
價
値
を
單
に
總
針
せ
る
も
の 

に
非
す
し
て
、
此
總
针
を
，利
子
步
合
に
て
割
引
せ
る
も 

の

な

ら

す

。
使
用
價
値
が
！，圆
限-:̂
に
て
，消
減
せ
す 

し
て
數
次U

百
T

で
或
は
數
ヶ
月
又
は
數
ヶ
年
の
間
速 

績
的
に
後
注
す
る
他
の
總
て
の
财
货
の
慣
値
に
就
き
て 

之
を
W

る
も
、
同
一
.原
則
の
適
用
.せ
ら
る
を
見
る
な

以
上
論
灘
せ
る
财
货
の
使
用
偕®
?

の
資
本
慣
値VJ  

の
關
係
に
就
き
'て
利
子
ボ
合
の
反
ぼ
す
影
響
は
經
濟
學 

上
利
子
步
☆

の
お
れ
る
地
位
.の
，如

何

に

重

要

な

る

か

を 

示
す
も
の
な
る
を
以
て
、
下
文
に
於
て
詣
種
の
財
貨
に 

就
き
て
使
用
價
値
が
如
何
な
る
方
法
に
依
ら
て
、
又
如 

何
な
る
稀
庶
迄
割
引
せ
ら
る
も
の
な
る
や
を
論
述
せ

热
十
一
盤(

H
0

5 

m

錄

利
子
ホ
，合
と
i

ん
％
>

欲
ず
。
，

第

！
 一
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31

圓
し
て
、
利
子
步
合 

が
ボ144

分
な
な
ビ
せ
ぱ
、
.其
储
價
は
左
の
如
く
一

 1

千
圓 

に
相
當
す
る
な-
^
。

\

I

f
 

>

:

; 

/ 

.

,
一
又
：假

一

刺

；
步
命
が
弗.1
，働

な

ら

ぱ

，

地

價

は

左

の
如
ぐ
其
半
額
即
ち
千
，圓
マ

」

な
る
を
見
る
。

:
1§

O

:
2
0
1

,
更
に
利S

'

渉

，
金

が

年
！！ 1

分

五

，
厘

な

ら

ぱ

>
1
地
，價

は

お 

の
如
ぐ
ニ
千
八
西
五
十
七
圓+

四
錢
な
る
可
し
0
V

:1§
1/ 

U
H.

,035
:2857,14

コ

V

り

=
2
0
§

鼓
に
土
地
の
純
：所
得
辦
す
る
も
め
は

®

地
f
c
在
-=N  

て

は

地

代

ょ

り

地

租

並

.に

差

配

人

を

置

く

場

合

に

は

差 
S

料
ど
差
引
き
お
る
凝
額
を
云
ひ
、
自
家
用
宅
地
に
於 

て
は
資
地
？
し
て
の
地
代
の
見
積
額
ょ
り
地&

を
控
除
. 

せ
る
殘
额
又
は
其
土
地
の
觀
ふ
る
享
樂
を
貴
够
に
t

評 

‘價
せ
る
金
额
一
よ
*
^
地

報

を

除

き.お
る
も
の
、
乂
生
廣
營 

利

及

び

，其

他

：

g
r

々
，
の&
的

に

用

ゆ

る

，自

家

所

有

の

敷

地 

に

在
-

c
v

t

は
®
地
し
て
の
地
代
の
見
積
额
或
ほ
各
货 

用
途
に
對
す
る
土
地.の

效

用

の

評

惯

額

ょ

-
^
地

租

を

群
 

除

せ

る

殘

额

，を

，路

.ふ

に

外

な

ら

ず

。

然b
v

j

雖
も
、
勿
論
實
際
に
は
現
在
一
ヶ
年
商
圓
の



m

l

?
 
J
*

、--I 

*
^
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i
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I 

3

Â
HPkp,t,nâ
.tf

I

I

k

®
8
_

银
十一
卷

(

三
o

九)

雜
錄
利
子
ホ
▲口と惯値

純
所
得
を
生
ず
る
或
る
將
定
の
土
地
が
、
假<p
^
場
の 

‘ホ
钩
刺
子
步
合
が
年
五
分
なb

V」

す
を
も
、
ニ
千
圓
に 

評
價
せ
ら
る 
> 

こW
始
ん
ど
無
しV

J

云
ふ
を
得
ん
か
。 

典
理
由
は
他
な
し
。
其
土
地
ょ
り
生
ず
る
純
所
得
が
キ 

年
！S

I

る
も
、
其
#
を
永
久
化
維
持
す
可
し
ざ
思
惟 

す
る
も
の
な
か
る
可
し
。
港
し
將
来
に
於
て
其
純
所
得 

が
增
加
す
る
に
至
る
可
し
ヒ
推
斷
さ
る
れ
ば
、
地
慎
は 

一
一
千
圓
以
上
化
評

®

せ
ら
る
可
ぐ
、
又
縮
所
得
が
減
少 

す
る
こ
を
あ
る
や
も
侧
れ

ず
-;>cJ

思
惟
せ
ら
れ
た
る
際
に 

は

一

一

千

圓

以

下

に

見

積

ら

る

可

き

は

理

の

當

然

な

タ

ギ 

す
。
又
土
地
の
純
所
得
の'見

積

"

換

言

す

れ

ぱ

其

使

用 

债
做
の
像
，
は
事
將
來
に
愿
す
る
も
の
す
る
を
以
て
、 

其
豫
算
は
人
每
に
異
な
る
可
く
、
從
つ
て
土
地
の
評
價
- 

も
所
有
者
並
に
第111

者

間

.に

於

て

多

大

の

腿

隅

を

生

す 

る

こ

な

，し

ミ
.せ
さ
る
な
ク
。
加
ふ
を
に
甲
ぱ
金
融
市 

場

の割
；？

♦

合

を

以

て

之

を

還

元

し

て

地

價

を

求

め

ん 

ビ
す
可
く
、
乙
は0

己
の
銀
行
，

5:̂.

预

入

せ

る

定

期

預

金 

の
刺
子
步
合
に
て.
±
他
の
現
慣
を
許
算
せ
ん
を
し
、
丙

ニ
號

は
更
に
借
入
金
の
刺
子
步
合
を
標
準̂
^し
て4

^

地
の
情 

値

を

推

せ

んW

す
る
乙

e

あ
る
可
け
れ
ば
、
假-O

v

に 

土
地
め
使
用
慣
値
に
關
ず
る
豫
算
が

3
-、

两
間
に 

於
て
全
然I

政

せ

る

も"
±

地

に

對

ず

る

各

自

の

評

惯 

が
符
合
せ
ざ
る
こ
ビ
あ
る
可
し
。

第

四

節

家

厘
0

擅
値 

家
屋
は
土
地
の
如
ぐ
永
久
に
存
在
す.る
，
も
の
に
菲
ず 

し
て
或
る
一
定
め
命
數
を
有
す
る
も
の
な
れ
ば
、
其
現 

價
は
第1

一
節
に
於
て
說
明
せ
し
左
の
有
限
年
金
計
算
法 

に
基
き
て
求
む
る
れ
ど
す
。

U

'T>

(1

 +

 ふ
^̂

板
の
家
屋
ょ
-

H

+

ヶ
年H

每
年
百
圓
宛 

の
使
用
僧
値
ど
生
ず
る
も
の.ざ
せ
ぱ
、
其
現
慣
は

(

刺 

子
步
合
を
年
五
分
ビ
し
て

)

、
 

.

l

i

100!̂

1

,
0
5

(
S
5
^
g

i

H

a

gw
B
gaB

m
ggggam

B
gB

ggM
B
aaai

•

.

り1246.25f̂

即
ち
千
ニ |

m
S

十
六
i

1

十
五
破
な
る
可
し
。

技
に
所
謂
家
廣
の
使
用
.價
做
と
は
自
家
所
有
の
住
宅 

て
は
失
れ
に
依
ら
て
雨
露
風
霜
を
凌
ぐ
結
果

W

 

し
て
居
住
者
に
與
へ
ら
る

/V

享
樂
を
货
粮
に
て
兄
積
り 

が
る
金
額
ょ
-
^
服
地
の
：地
代
乂
自
家
所
有
の
土
地
な
ら 

ぱ
其
見
積
額
：

)

、
修
縫
雙
家
屋
视
、
火
災
保
臉
料
及
び
其 

他
家
屋
其
物
の
維
特
に
必
要
な
る
離
費
を
控
除
せ
る
残 

糊
を
云
a

、
.營
利
事
業
用
建
築
物
に
て
は
其
家
屋 

が
事
業
.に
質
献
す
る
用
役
を
货
幣
に
て
見
積6

た
る
金 

额
ょ
ヶ
上
叙
の
諧
費
を
控
除
せ
る
も
の
な
り
ビ
す
。
更 

K

資

家

に

て

は

家

賞

の

揚
5

高
ょ
り
前
記
諧
費
雄 

に
差
配
料
を
除
き
る
殘
部
外
な
ら
す
。
而
か
も
家 

M

の
場
合
於
て
も
地
に
於
け
る
が
如
く
>
其
評
價 

は
人

に

依
り
て2

^

な

る

可
き
も

の
な
る
を
記
憶
せ
ざる 

可
か
ら
す
。
例
へ
ば®
家
の
货§2?

科
に
就
さ
.て
は
比
較 

的

に

意

見

.の

一

政

を

見

る

/
^
マ

し

を

得

可

き

も

、
.
住

宅

用 の
家
屋
又
は
營
刺
事
業
の
川
に
供
せ
ら
る
、
雄
築
物
の
，
. 

使
用
價
値
に
關
し
て
は
評
：價
，

S

々
に
し
て
一
定
す
る
所 

な
か
る
可
き
は
嘴
々
す
る
の
要
な
き
な
り
。
又
家
屋
の 

純
使
用
價
赠
を
算
定
ず
る
：爲
め
に
控
除
ず
可
き
上
記
請 

雑
費
ホ
地
代
，塞
配
料
、家
屋
就
、火
災
保
臉
料
等
は
客
觀 

的

，に

許

出

し

得

る

も

の

な

る

を

以

て

人

每

に

其

計

算

を 

異
に
す
可
し
マレ，は
：思
惟
ず
る
を
得
ざ
る
も
、
修
權
費
の 

多
寡
に
至
り
は
主
觀
的
分
子
，を
合
む

こ
ど
少
な
か
ら 

ざ
る
を
以
.て
、
之
に
蘭
す
る
意
見
の！

致
を
望
仏
こ,1 

レ
 

殆

ん

ど

不

可

能

，な

-
^
マ
し
謂‘ふ
可
し
。
加
之
、
家
屋
の
命
數 

に
！！

す

る

豫.想
は
建
築
聊H

:

對
t

る
知
識
、
經
驗
を
異 

に
す
る
人
の
間
に.は

r

大
徑
庭
あ
る
可
ぐ
、
成
る
特
定 

の
家
屋
の
命
數
れ
ぱ>
ー̂
甲は

：！ 1

十
年
ざ
看
做
せ
る
に
反 

し
、
乙
は
十
吗
五
ヶ
年
ご̂斷
定
す
る
こ
マ

J

な
し
と
せ
ず
。 

殊
に
家
屋
は
星
霜
を.經
ネ
に
從
ひ
て
次
第
に
朽
廢
し
其 

効
用
の
減
退
す
る
も
の
な
れ
ば、
I 

f
t
居
に
充
て
ら
る
、 

營
業
の
目
的
に
供
せ
ら
る/

を
間
は
ず
、
其
使
用 

®
値
を
ぱ
家
屋
が
廢
物
ざ
な
る
迄
侮
ギ
同
額
に
見
積
る

雜

ニ

號! 

H
九



> 

I 

V

f

 !
卷

o
n

 

ニ

)

雜

錄

：
別
？！^ボ
仓
と
i

者
始
ん
ど
な
し
£
'
云
’
ふ
こ
ミ
を
得
可
し
。
而
か
も
其
處 

用

償

傲

の

遞

減

の

稍

度

に

對

す

る

，推

觉

は

人

報

に

異

な

；

る
可
き
は
自
然
の
數M
クV

J

す
o 

r. 

,

又
家
屋
は
自
然
の
命
數，

を

有
す
る
も
の
に
し
て，
、

：

‘

银

、

風

水

の

彩

響

を

蒙

-
^
^
て
ー

1
定

年

限

後

に

：は

廢

物

ざ

，

し
て
.収

极

ぱ

る

：
>

も

の

な

る

が/

歡

て

建

物

は

夫

e

以

\

外
火
災
並
，
天
災
地
纖
の
爲
め
全
然
破
壊
せ
ら
る
か

\

或

はI

大
破
，损
を
受
ぐ
るz
^
 

f

o

此

先

火
.に

基

I

づ

く

火

災

ょ

力

生

す

'

損
害
‘は

火

災

保

臉

に
f

て

豫

\

S

す
.る
$

し
を
得
る
も
、'天
炎
地
變
例
へ
ぱ
地
霞
、
暴

風\

洪
水
等
ょ
ら
衆
る
家
崖
の
損
廣
に
就
き
て
は
豫
防
の
方

\

法

少

な

き

：を

以

セ

、

.
或
る
特
足
の
，家
屋
の
使
用
價
傲
を
一

豫
算
す
る
人
が
截
し
此
黯
に®

意
す
る
’

/
J

せ
ぱ
、
典

のI

資
本
價
僻
が

'
©
ら

此

檢

的

低

ぐ

，算

定

せ

ら

る

、

の

結

果

ん

を
S

す
る
の
み
な
ら
ず
、
上
記
の
危
險
の
祥
度
に
對
す

る
豫
想
が
人
海
に
服
隔
あ
る
可
き
は

g

か
な
り
。

,

以
ト
：論
ル
せ
る
か.お
ぐ
、
家
厨
の
現
惯
に
就
き
て
實.

摩

諷

み

ら

る
>

#
算
.せ
稀
々
の
主
觀
的1:1̂

子
を
合
む

银

ニ

號

B

$

同

時

ち
' 

土
地
0

瑰
價
算
定
於
け
る
が
如
ぐ
評
償 

に
用
ゐ
ら
る〜

刺
子
步
合
は
.決
し
て.1

定

，せ

、
ら

る

も

の

' 

な
-
^
ヒV

fc

ふ

こ
S

を

得

ざ

る-^
以V

、

家
®

の

評

®

は 

人

毎

に

‘
異

な

る

も

0
S

K
V

ビ
云
ふ
を
得
る
，な
ら‘ 
0 

:  

第

五

節

ま

服

®
僧
値 

假
6

に
！：：

着

め

：衣

服

が
S

か年の使
用ゆるど
 

し
、
初
年
k

は
十
圓
、
，

一 :
$

目
に
は
五
圓
、
S

年
目
に 

は1
:1

圓
の
享
樂
を
所
有
者.に
與
へ
，る
ぱ
せ
ぱ
、
ギ
利
を 

ま
分
し
て
其
現
價

•を
左
，の‘
.か
く
割
算
ず
る
，

」

.
•>/

」

-お
：得 

可
し
"̂•

.

,

切
年
庶0
使
用
.價
値
：

-f

圓 

ニ
ギ
庶
の
他
用
愤
赋

：

‘五
W

三
#
探
の
使
用
驚
 

' 

.1

商

合
.

十
七.M

其
1

九
瞎
五
十
二
錢 

其
現
惯
：

1

圆
七
十
こ
溯
、
 

,

.
十

‘五

圓

七

十

七

錢

:

,此
^
1£
算
は
.'邀
勢
を
.容
易
な
ら
し
む
る
：爲

めj

ヶ
ザ
間 

の
俾
用
價
僻
が
各
年
の
終b
.化
於
て
一
時
化
：發
生
す
る 

も
の
、；

0

假
定
し
て
行
ひ
た
る
も
の
な
る
が、
賞

際

化

は

衣
服
は
：..：.1
‘
...‘

々
"年

中

タ

用

ひ：  
ら
..る
.
..

、も
-

のに
，し
：て
、、

SHBSHEHBSSS0S5S5HH5S2H55JHH

.年
の
終
-
^
R

®

じ

！

向

せ

ら

る
V

じ
ル
ま
ら
ざ
る 

も
の
な
る
を
以
其
：效
川
は
速
續
的
に
發
挪
せ
ら
る 

、
ビ
看
®

し
得
る
が
故
化
：
>
:
其
慎
§
現價を嚴
 

密
じ
評
出
せ
ん
ぐ」

欲
せ
.ぱ
、
ニ
ヶ
年
を
標
傘
ビ
せ
す
し 

て
、

一

ヶ

し

く

は1

週
間
又
は
；
日
を
針
算
の®
 

礎V
J

す
可
&

な
レ
。
.
さ
：れ

ど

、

此

方

法

：

.に
依
れ
ば
*

*
 

複
雑
ビ
な
り
、
而
か
も
得
る
所
比
較
的
少S

き
を
以
て 

衣
服
現
價
の
針
算
は
假
りf
c
上
揭
の
單
純
な
る
方
法
に 

依
b

v

行
.ひ
た
り
。

第
‘六

節

商

品

®
評
鎭
ッ

商
人
が
货
物
を
位
入
れ
る
職.
若

し

其

®

物

を

卧

日 

い
 113；

却
す
る
こ
ビ
を
る
の
見
込
を
有
せ
ぱf 
w刺
！̂
步
合 

を
以
て
化
入
値
段
を
糊
引
ポ
お
こ

>
/J

®

か
る
可
，

TO

もr  

. 

f
e
り

にi

定
⑩
間
を
經
た
る
後
に
あ
ら
ざ
れ
ぱ
失
れ
を 

い
 13；

拂
ふ
Z

ビ
を
得
ず
，；

J

思
惟
；̂
る

際

，に

は

貴

物

の

M

,格
 

K

對
す
る
利
子
の
圓
係
を®
盧
.す
可
'ぎ
は
®
:

の
當
然
.な 

り
。
假
り
に
西
十
圓
に
て

g

に

資

却

し

抑

る

こ

，、
し
を
斯 

待
せ
る
ー
货
物
を
仕
入
れ
る
化
際
し
其
取
引
ょ.

0

第

十一

想

(
n
n

 

5

維

縫

1

十
廣
み
刺
S

を
擧
ぐ
る
J

を
欲
せ
ば
、
其
賞
物
働
し 

'て
.

W
圓
を
支
挪
ふ
を
藤
せ
ざ
る
な
ら
ん
。.
さ
れ
ど
避
し 

マ
贺
却
じ 

'一
ヶ
ギ
を
要
ず
る
と
せ
ぱ
、
百
圓
よ
り
-
ヶ 

ギ
の
利
子
を
控
除
せ
る
额1

.卽
ち
年
刹
五
.分
な
ら
ぱ
、 

九
十
五
圓
以
上
を
支
挪
ぶ
を
踏
踏
す
る

t  

W

， /
J

あ
る
可
し 

潘
し
文
寶
却
に11

ヶ
ギ
を
要
す
るVJ

せ
ぱ
、
其
商
品
の 

現
慎
は
九+

圓
R

外

見

踏

ら

；る

な

ら

ん

。
骨
董
品 

in

本

の

如

き

は

暗

.W

し

て

其#

棚

に

四

：五

年

を

要

す

る 

一」 V」

あ
る
を
以
.て
、：

此
等
の
货
物
を
資
質
せ
る
商
人
は 

時
®

よ

ら

數

糊

以

下

の

惯

格

，に

非

ざ

れ

は

货

物

を

仕

入 

f
t
ざ

る

ホ

あ 
り
‘。‘
是
れ
.上
述
の
原
則
卽
ち
®
値
の
糊 

别
.築
よ
b

來
れ
在
现
象
に
し
ヤ
、！

般
に
想

像

，
せ
&

る 

>

が
如
f

、
骨
董
品
商

又

は古
本
瓶

が

暴别
を
貪
ら
ん 

を
せ
，る
が
爲
に
は
あ
ら
ざ
る
な
り
。

第

七

節

消

減

財0

價
値 

ン， 'r.

回
の
.使
溯S

依
も
て
ポ1

體
港
し
ぐ
は
其
效
力
め：
. 

あ
ぐ
清
減
す
る
食
料
品
义
は
燃
料
の
如
き
は
、
購
入
後 

直
ち
に
消
費
‘せ

ら

る

/
^
ビ

せ

ぱ

、

購

買

者

が

其

W

他

を

第

二

號

四
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银
十1
愈

(

三一

H)

雜
錄
别
子
ル
合
と

®

利
子
步
合
を
以
て
割
引
す
る
 

一J VJ

な

し>;0

い
ぶ
を
'妨
げ 

,

t

例
へ
ぱ1

個

-
^
が

直

ち

に

失

れ

を

消

費

し

て

五

錢
 

の
'享
樂
を
受
く
る
ま☆
だ
得
み
ざ
思
惟
せ
ぇ
林
擒I

個 

に
S

し
て
は
金
五
錢
を
支
拂
ふ
こ
を
僻
甘
ぎ
る
可 

し

。
 

，

,

然
b

ゼ
雖
も
、
石
炭
、
：
®

雙

潭

庵
、
 ̂
&
米
等
に
於 

け

る

が

加

く

往

々

に

し

て

f

•時
に
多
貴
の
消
減
財
を
購 

入
貯
藏
し
て
、
日
タ
少
藍
宛
消
費
す
る
者
は
贯
入
後
直 

ち
に
全
f
i
を
.清
费
す
芬
揚
合12

於

け

る

ょ

り

も

低

率

な 

る
輩
價
を
以
て
ず
る
に
雜
ざ
れ
ぱ
之
を
購
買
せ
ざ
る
こ 

’A
T

あ

是

れ

j

は
此
等
清
#

財
の
腐
敗
、'自
然
的
減
' 

量
、
鼠
害
等
に
基
づ
ぐ
損
央
を
顧
慮
甘
：る
ょ
b

来
れ
る 

は
勿
論
な
る
も
、I

は
其
大
部
分
が
數
日
、
數
週
時
ぐ
し
し 

て
は
數
ヶ
月
後
に
消
費
せ
ら
る/
^
も
の
な
る
を
以
て
、

其
部
分
に
働
し
て
惯
値
の
糊
引
を
行
ふ.が
：故
な
ら
ノレ
す 

:

第

八

節
.
利
子
步
合
の
腾
落2d

脚

懷

-

以
上
代
表
的
#

货
の
數
例V〕

し
て
土
地
、
家
屋
、
衣 

商
品
並
に
^

^

財

の

，五

植

を

擧

げ

、

各

#

の
货

银
ニ
號

に
：就

き

て

，其

現

慣

を

W

算
す
る
方
法
を
略
叙.せ
し
が
、 

此
計
算
め
塞
礎
た
る
財
貨
の
使
用
慎
値
並
に
利
子
步
合 

の

見

積

に

は

：前

述

.：の

如

ぐ

主

觀

的

分

子

を

包

藏

ず

る

 

一J  

ビ
®

か

ら

ざ

る#

以

で

>
.
實

社

會

に

於

け

る

财

货

の

評 

慎
は
人
每
に
：異
な
る
も
の.な
レV

J

云
ふ
を
得
ん
か
。
然 

&

マ
で
雖
も
、
上.揚

-の

現

價

許

算

法

は

財

貴

評

價

の

根

本 

原
則
£

も
云
ふ
可
き
も
の
に
し
て
、
财
货
の
使
用
價
僻 

ご
刺
子
步
分
と
は
織
て-の
場
合
に
於
て
M

M

に
纖
す
る 

各
偶
人
の
評
價
を
左
右4^

る
最
大
原
因
な
b

マ

J

ず
。
從 

つ
て
.若

し！

財
貨
の
使
用
價
値
の
大
小
に
對
す
る
各
評 

價
者
の
見
積
額
於
同i

に
し
て
、
且
つ
市
場
を
ま
配
す 

る
刹
子
步
<
ロ
に
關
す
る
此
等
評
價
者
の
意
見
に
徑
庭
な 

しW
假
定
せ
ば
、
其
貨
物
に
：對
す
る
評
慣
ぱ
自
ら

I

政 

ず
る
も
ジ
..な
，-

O
n  

>/

」

す
。

而
し
て
做
货
の
‘評
®
に
働
す
る
利
子
合
の
關
係
が 

如
何
に
重
要
な
る
か
は
土
地
の
評
價
を
論
述
せ
し
際
に

示
し
た
る
が
.かN

^、
利
子
步
A
ロ

が

變

動

せ

し

場

合

に

於 

て

最

も

明

瞭

に

旦
C
V
逾

切

，に

阿

瞪

サ

ら

る

、

の

な

れ

め

更

に

進

ん

て

左

に

各

輔

货

物

.の

使

用

價
t

マ

し

其

資

本

價

"
或

は

然

ら

ざ

る

も

評

價

者

が

永

久

的

に

刺

モ

步

合

が

變

f
t
ビ
の
脇
係
を
對
照
す
る
マ

」

.同

時

に

、

利
，子

步

合

が

騰 

貴
若
し
ぐ
は
下
落
せ
し
際
に
ぱ
如
何
な
る
結
果
を
齋
ら 

す
も
の
な
る
か
を
朋
か
に
せ
ん

>
/J

欲
す
。
尤
も
、
$

に 

利
子
步
会
の
變
動V

し
云
ふ
；，も

 

> 

.
永
久
的
‘に
騰
落
す
る
乙 

ご
も
あ
る
可
ぐ
、
义
単
に

.

.

I.

時

的

に一
昂
：一

低

.
の

狀
韻 

を
呈
せ
る
に
過
ぎ
ざ
るJ

もあ次に
揭ぐる現
慣
 

ま

は

刺

キ

步

合

が

永

久

的

に

騰

貴

又

.は
低
落
せ
し
か
、

動
せ
-

C
S

ざ
思
職
せ
し
場
合
を
假
想
し
て
作
®
せ
し
も
の 

.

f

o

蓋

し

假

に

市
i

モ

ポ

が

五

分

ょ

-
-
八

分 

に
騰
貴
せ
し
ご
き
マJ

雖
も
、
港
し
數
日
ホ
或
ぱ
數
週
中 

に
下
落
b
,
で
奮
：の.雄

に

，復

す

る

こ

マ

し

が

一

般

に

销

待

せ 

ら
る
‘
>
ご
せ
ぱ
、
何
人
た
タ
ご
も
土
地
を
評
债
す
る
に 

當
A

て
八
分
.の

利

子

を

計

算

の

.基

礎

を

爲

す

者

な

か

る 

可

き

を

以

て

な
-

0
.0

財

r  

. 

1

か
..年
間
の 

,• 

■

使
M

惯
値
、

地 

-
0
0
6
0

林商衣来

擒ボ》服 嵐

三ニ别 

2 读庶庶

« 8 . . 5 8
0 0 0 0 0 0  
五 0 0 0 0 0

i

年
限 

0

眼
ニ
。

ノ I

ん
同

侦
用
愤
値

の
合

:

無
限
大

1

1
0
0
9
0
0 

1

七
ろ
。

0

9
0
0

ろ
五

坪

：

.

.

.
-
.
k
.

(

利
子
年

5
0
0
6
.
0

一
二
四
：
六
® 
ニ
五

1:

五
®
七
七

,九
}?!® 

ニ
.

n
r

 

®
0五

S 

惯

(

別
子
半' 

1

剖)

r

p

o

o

o

o

八

五1

0ニ1四 

1 

七
ニ 

九0

九1

ろ
：A

現 

M

 

(

利
子
雄
一

一

分
五！

i
O

 

训
.

S

0

0

9

8

,- 一
 j

ハ

??!

.

九
七
•
'
五
六 

6

五

前
表
に
就
き
て
之
をg

る
に
購
買
後
直
ち
に
清
費
す
る 

林

擒

，は

刺

子
'步
合
め
廣
響
を
毫
末
も
受
け
ざ
れ
ど
も
、 

其
他
の
財
货
は
皆
其
影
響
を
蒙
れ
り
。
今
就
み
に
^

^
 

步
合
を
ギ
五
分
，、

J

假
定
せ
る
場
合
；̂。於

け

る

現

價

を

對

.：
照
す
る
に
刹
子
步
仓
の
爲
め.に
•
厳

ポ

の

糊

引

を

受

く

る 

も
の
は
土
塊
に
し
て
、
、家
屋
之
に
次
ぎ
、
衣
服
の
受
ぐ 

る
割
引
は
思
に
少
な
く
"
商
品
に
て
は
最
も
輕
微 

な
.：

>
。‘
‘之
を
要
す
る
に
、
割
引
の
糖
度
は
財
貴
の
持
續
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银
十一
餘

(

H
.

1

五)

雜

錄

利

子

ル

合

と

償

値

.

■-
 

. 

- 

/

斯
問
に
比
例
せ
る
を
觀
る6

次
に
利
子
ル
入
：

L
が
一
制
に
騰
貴
せ
ば
、
此
等
§
贷
の 

現
债
：は
®

赚
分
か
贼
少
ず
る
に
至
る
も
の
な
る
が
、
：
其 

i

:

の|
g

廣
も
亦
各
§

の
®

斯
§
.
に
比
例
：

せ
：.：N

 

0 

' 

詳
言
す
れ
‘ぱ
、
#

續
.年

限

め

.
長

き

財

货

は

最

も

多

ぐ

下 

落
し
、
短
き
も
‘の
は
其
下
银
の
程
度
比̂

少
な
し
。 

刺H
-

步
仓
が
之
：K
反
し
て
二
分
五
厘
に
低
落
せ
ぱ
、
务 

§

貴
は
皆
多
少
騰
貴
す
可
し
。
例
へ
ぱ
士
地
は
刹
子
步 

仓
か
五
分
な
ら
ぱ11

千
圓
な
る
に
、
二
分
五.厘

に

，
下

落
 

せ
ぱ
、
其
現
價
は
四
中
撒
！
2

膝
貴
す
る
：な
<
^。
而
か
も
，
 

各
蕃
は
黃
ー
捧
土
地
の

'如
ぐ
一
I

f

,騰
貴
す
る
こ
，
 

，じ
な
ぐ
し
て
、.其
，殺
'度
は
特
績
期
間
、
換
言
す
れ
‘ぱ
糊 

引
ザ
限
に
離
じ
て
土
地
に
於
せ
，る
ょ&

は
輕
微
な
i

 

椅

の

如

ぐ

單

一 

ヶ
#

間
に
對
し
て
割
引
甘
ら
る/<  

も
の
に
ぼ
-
^
て
は
騰
貴
の
福
度
最
も
低
し'。
由
是
觀
.之 

利

子

步

合

贵

は

货

を

下

，落
せ
し
め
、
刺.子
步
-合 

レ
.低
落
-お
货
货
.の
偕
格
を
..ぜ
.騰
せ
し
む
.る
.の
/傾
向
を
有
、
 

す
る
も
の
に
し
て
、
且
ウ
各
其
騰
落
め
.程
度
は
麻
貴
0

I

持
績
斯
間
の
長
领
に
比
例
す
る
す
も
の
な
な

V
J

す
。

,

.
勿
論
實
際
に
は
利
乎
步4：

の
騰
貴
せ
る
-VJ

间

⑩
に
物 

價

の

'騰

貴

す

る

こ

ビ

稀

な

6
 V

J

せ
ず
。.
目
下
K

洲
火
戰 

瓶

の

影

響.
蒙
t

ス
各
國
に
於
で
利
子
歩#

ま
に
g

K
 

は
戰
前
に
比
レ
て
レ
一
般
に
騰
貴
せ
る
が
如
し
。
さ
れ
ど 

此
現
象
た
る
や
以
上
吾
人
の
說
述
せ
る
原
則

V
J

何
等
衡 

突
ず
る
所
な
き
も
の
なV；

ず
。
上
文
に
め
て
利
子♦

せ
し
は
、
财
货
め
使
用
慣
値
に
何
等
の
變
更
を
来
た
さ 

る
る0

0

を
前
提
广
せ
る
も
の
な.
0
さ

れ
ど
此
使
旧
！

ST  

値
た
る
.や
刹
子
步<

2

が
時
々
刻
タ
變
動
し
て
止
ま
ざ
る 

V
J

同
じ
<
時
ざ
し
て
は
播
加
し
、
兄
時
ミ
し
て
は
货
少 

す
る
も
の
な
.

ご
す
。
目
：下
戰
银
並
に
戰
爭
の
酸
成
せ 

る
好
景
氣
の1

結
果
ご
しV

.

講
*

附
货
.の
效
用
斬
ち
其 

使
用
慣
條
犬
に
播
鄰
せ
る
め
み#

、ら

す

、

其

壞

加

の

稍 

度
が
利
子
步
<
ロ
騰
贵
の
縣
度
に
優
る
所
あ
る
を
以
て
物 

價

はI

般
は
.騰
貴
ず
#

に

ま

れ

；を

も

iI

,1

マ

社

1
^

:

マ
V

-
4

^

フ
ォ
ン
•
ク
-
ス
著r

支

那

經

濟

助

政

論』

W
.

 

V, 

Kries, U
e
v

キ Volks-und 

Staats 

hausHalt chinas.

支
那
は
我
邦
の
經
濟
的
寶
摩
な.り
、
而
し
て
此
寶
庫 

の
織
は
單
に「

日
支
親
善」

又
力

は「

同
種
同
文」

等 

を
蘇
返
す
.こV

J

に
ょ
て
求
め
ら
る
，/
^
も
の
に
あ
ら
す 

1

 

且し<

冷Is

に
研
究
せ
ざ
る
可
か
ら
ず
、
然
か
も
之
れ 

が
研
货
に
當
つ
-て
最
近
の
財
政
經
濟
に
對
す
る
極
め
て 

簡
勘
に
し
て
良
好
の
ま
考
書
な
かb
し
は
吾
人
，の.遺
域
，
 

ビ
せ
し
處
な
り
し
が
、
今
本
著
出
づ
る
に
及
び
て
吾
人 

の
要
求
は
略
ぱ
充
お
：さ
れ
し®
感
あ
り
。

.

'
本

書

は

先

づ

總

論

V
J

银

論

と

に

，分

た

れ

、

著

者

，は
主 

W

し
て
前
者
.に
於
で
支
®

其
者
の
現
時
に
於
け
るT
M
 

及
農
業
に
就
さ
て
論®

し
、
即
ち
瑪
ら
原
料
品
輸
出
國 

☆

る

同

國

に

て

所I
I

新
式
の
X

業
は
單
に
漢n

の

-

第

十

二

卷(

ニI H
O

批
評
と
紹
介'

如
，き
上
海
の
如
，き

開

辨

地

に

見

る

，現

象

に

過

ぎ

ず

、

ビ
，
 

な
し
> 

又
た
農
業
に
■

し
て
は
、
著
者
は
同
國
の
國
民 

經
濟
上
、
：
此
廣
業
を
重
要
視
し
、
殊
に
之
れ
が
改
善
策 

ビ
.し
ザ
交
通
機
關
嫌
に
道
路
及
水
路
の
改
修

V
 

土
地
耕 

作
法
の
改
度
マ」

"

農
業
資
金
の
潤
澤
な
ら
んt
 V
を
以 

て
せ
-

/

更
に
咎
論
ビ
し
て
は
、
先
づ
商
業
及
關
桃
政 

策
の
條
項
に
於
て
、
现
時
フ
同
國
め
關
税
に^

る
.現
象 

は
飯
相
場
の
下
落
ビ
一
面
生
産
物
の
價
格
が
騰
貴
せ
し 

乙
€

は
多
く
の
場<

n
.:̂

通
じ
て
從
惯
格
の
五「

パ
t

セ 

ン
ト」

な
る
關
職
率
を
！
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